
 体重と除脂肪量指数（左），脂肪量指数（右）
との関係

• 体重の変化率は，体幹部の除脂肪組織量の
変化率と関連する

アスリート・ドックシステムのデータフィードバックを用いた
各スポーツ種目における選手強化の支援
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人間ドックのアスリート版という意味である。
体格，身体組成，基礎体力，運動技術，そしてそれらの総体として発揮される運動パフォーマンスを定期的
に測定評価し，選手や指導者にフィードバックすることで，競技力向上の支援を行う。

 “アスリートドック”とは?

 柔道選手を対象とした事例  サッカー選手を対象とした事例
 ジュニアからシニアまでの柔道選手

における身体組成の基準値に関す
る研究

(藤田ら，武道学会，2022より引用)

• 小学生と中学生では，体重に見合う除脂肪組織
量が蓄積できていない

 柔道選手の身体組成を改善する
方法に関する研究

• 高校生と大学生では，体重と除脂肪組織量は直
線関係にある

 大学柔道選手の自己管理による減量が身体組成
に与える影響 (中谷ら，スポーツパフォーマンス研究，2023より引用)
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• 自己管理減量は全身の除脂肪組織量を減少させ，
特に体幹部の減少が顕著である

 プロサッカー選手に必要な身体組成の基準値に
関する研究

 サッカー選手の競技力向上に資する身体資源と
テクニカルプレーに関する研究
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 プロサッカー選手を対象としたフィジカルテストの
フィードバックに関する事例
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• 身体組成
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身体組成の計測
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